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① 
再 生 銑 鉄 の 研 究 (第 阻 報)




内tudies Oll the Regellcwted Pig 1rün : 
一- ßI. 1n flucnc何 " f Volume， Pr明日ure pud Temperpture (!f the 
(1) 
BIllst on the CprbOll Cünt('ut of the Prリduct. '�
Mi n日u YOHDA 
1n the mll tJuf肘ture ('f thc regenen恥d pig i n)Il früm steel SCfPP， the most impcrtant m!'ttfT 
is the ab割)rption of CtlrhOIl .  From thc d!'ta of my cx perimeuts， the author i nvesti gated the 
i nflueuce of the vωlume， the prcssure alJd the tem perature of the hl !' st upon the carbOll content 
of the produet hy means of the st!'ti sticll  !' fwlysis. T he f('齢sult show 日 that the l'ffe、ctive or<1er 
is  as follows : --- blast tempern.ture， hl n.st volume and hlast pr刊号u刊. Früm th!‘ cOllsi demtioll 
of this result l'ud the metll.llurgicfl.l r開，ctiODS， we mpy cÜllclude th!'t the tem}Jerature rise i ll 
the furnace is most importllnt to the effective fl"bsorptioll üf carboD. 
0) 緒 言
所謂 再生銑鉄 は鋼屑 を原料 と して 銑鉄 を 製造す る 事で あ る 。 従っ て 炉 内 反 応 に 於 て ， 鋼か ら銑鉄
に 移行す る 為 め の炭素の 吸収が行 われて い る 。 と れが自11何 た る 反 応機構 に 依っ て 主 に 行 われて い る
かに就い て は ， 穂 々 の異った研究報告が出 て い る だ け で ， 今以て 確定的 た 結論が得 ら れて い た い。
と も 角主主で は 実際 の 実験操業に於て 風量， 風圧及 び熱風温度が炭素の 吸収に 如何怒 る 影響度 を 持っ
て い る かに 就い て 測定数値 に 基 い て 検討 を 加 え て み る 事に し度い。
CB) 実験方法及び測定値
実験 に 使用 した炉の構造は ， 羽 口 町炉 内 径 1 ， 250mm 有効 高 さ 3 ， 250mm， 羽 口 比 64 ・ 8 で按l業
は 17時間の 連続捺業で あ る 。 装入原料は プ リ キ 屑， 鉄銀屑及 び旋盤屑た 左 で あ っ て ， と れ ら の 炭素
合有 量 は 製 品 乏 して 採取 した試料銑鉄の炭素合有量 左 比較すれば ， 何れ も 大局的に は 大 同小異 と 見
倣す事が出来 る 。
主主で、 は初込 コ ー ク ス の 高 さ 1 米半， コ ー ク ス 比 70%の 二条件 を 同 じ く す る 二 回 の 実験に 於け る 測
定値に 就 い て 検討 し て み る 。 と の 場合採取 した製品銑鉄の 試料 と 風量， 風正及 び 熱風温度 た ど の 浪IJ
定値に 就い て は炉 内 反 応 の 時間的 ズ レ を考慮す る 必要が あ る 。 経験上 と め 操業に於て 試料採取時刻
と 各測定時実1) と の 問 に は約 "10分前後の ズ レ が認め ら れ る の で ， 採取 し た 試料 に 対 し て と の時rmだけ
前 に さ かの ぼうた 風量， 風圧及 び熱風温度の 測定値 を 以て 相応す" る も の と した。 t�l ， 試料 は約 1 時
間毎に採取 し風量， 風圧及 び熱風温度の 測定は ， 別個に夫 々 約30分毎に 行っ た も の で あ る 。
〔目〕 熱風温度及び風圧 と 炭素量の 関係
(1) 実験①の 場合
第 l 表の デー タ に基い て推計学 (Statisticnl Methods) に於け る 重相 関 (Multiple correlatioll) 
を適 用 し て 検討 して み る o J!P ち 風庄 (x) の 各測定値
の総和 を 求 め る と 2:x := 10 ， 990 同様に 2:y := 1 ，  .183 
2:z := 49 ・ 78 又 と れ ら の 平均値 は 1:x /n := x := 109HO 
/ 13 := 845 ・ 1 y:= 344 ・ 8 z三 3 ・ 829 廷 に 各項の 夫 々
の 測定値 と そ の 平均値 と の 差 ， 即 ち 偏義 X := x -x 
を 求 め ， そ の 自 乗手n 2:Xß を 計算すれば
2:XZ := 2札 373 ・ 08 同様に 2:YZ := 7 ， 143 ・ 7
2:Zß := O ・ 29609 向 2:XY := -59 ・ 24 2:YZ := 32 ・ 068
2:ZX := - 14 ・ 096 更 に t1x := 2:X Jl /ll = 2 ， 182 ・ 54
lJy = 1:Y" /n = 549 ・ 515 IJz = 1:Z" /ロ ニ 0 ・ 02277
と れ ら の 計算値 に 基 い て 相 関 係 数 を 求 めれば
rxy = 2:XY lv 2:X" . 2:Y五 = -0 ・ 004162
ryz = 2: YZhl 1:Y" . 1:ZJl = 0 ・ 6974
rzx = 2:ZXlv 2:Z21:X "  = -0 ・ 4957 H 885 
Y砂 と ryz を 較べ て み る と . そ の 絶対値 は ryz 15 I 930 I 
の 方が大で あ る 。 従って z に 対 して お よ り y の 方が 一一一←一一一一
影響が大 き い 事が判 る が， fn1 ζ の 比較 を す る た め に標準測度係数 (H) を 求 め て み る と
Rzx = ryz .  rXy -rzx = O ・ 4928 Ryz := r zx . rxy - r  yz = - 0 ・ 6953 で あ っ て z に 対す る ? の 影響
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H別 企-x) 十 Rzyよそ位 十 Rz」1L = 0υx υy υz  
を 求 むれば
Z = -O・ 000000.507x 十 0 ・ 00000287y 十 3 ・ 819.5
つ ま り と の 平 面 を 中 央平両 と す る 位置に 各 ヂ{ グ が点在 して い る 事に 友 る 。
第 2 表
試 | 風圧 (x) I '熱風温度TC-(z)
NO . nun 水性 I (y) 。じ I % 
1 740 375 3 ・ 7.5
2 750 400 4 ・ 0.5
3 800 400 4 ・ 0.5
4 780 420 4 ・ 2.5
5 800 410 4 ・ 15
6 820 410 4 ・ 25
7 780 410 4 ・ 25
8 780 400 4 ・ 2.5
9 760 360 4 ・ 1.5
10 680 38.5 4 ・ 2.5
11 650 41.5 4 ・ 1.5
12 690 435 4 ・ 1.5
13 710 425 8 ・ 90
14 830 395 4 ・ 00
(2) 実験⑧の 場合
第 2 表 に 従っ て 前 主 同様に 1:;� = 10 ， 5702:y = 5  ， 6.JO 
2:z = 57 ・ 60 五= 75.5 y= 402 ・ 857 五= 4 ・ 1H28
2:X "  = 38 ， 950 2:Y" = .5 ， 135 ・ 714 1:Zß = O ・ 3086
2:XY ニ -2007 ・ 14 2:YZ = 8 ・ 3羽7 2:ZX = 8 ・ 4992
σx = 2 ， 782 lJy = 366 ・ 8 IJ z = O ・ 02122
rxy = -0 . 1385 ryz = O ・ 2188 rZY = O ・ 0985
Rzx = - O ・ 12887 Ryz = -0・ 23246
即 ち と の 場合lま す の 方が お の 約 1 ・ 8 傍 の 影響が あ る
事 に た る 。 回帰平 岡 は 次式で表 さ れ る 。
Z = O ・ 000000926x + 0 . 000012y + 4 ・ 1H
以上の 検討に よ り ， と の 操業に 於て は C %に 対 して
熱風温度の方が風圧 よ り 影響 力 が 大で あ る 事が知 ら
れ る 。
C IVコ 風量及び風圧と炭素量の関係
前回の熱風温度 と 風庄の 関係に於て 更 に 風 量 を カn
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え る 事 に 対 し て 問題が起 る 訳で あ ろ が， と れ ら の 要 因 は 組織的 た 変動が無 い も の 正 見倣 し て ， frîJ G 
採取試料 に 対 し て ， 風量 と 風圧の 重相 関 を 考 え て み る と と に す る 。 と の 場合試料 に 応 十 る 風J'ì!:の j同l
第 4 表 の dl'胞 に基 い て .sx = 221 .sy = 3 ， 070 
.sz = 16 ・ 10 x = 55 ・ 25 y = 767 ・ {j z = 4 ・ 025
.sX JI = 16 " 75 .sYJl = 2 ， 275 IZJI = O ・ 1275
.sXY = 112 ・ 5 .sYZ = lO ・ 75 .sZX = O ・ 925
O'x = 4 ・ 1875 O'y = 568 ・ 75 O'z = 0 ・ 031875
rXY = O ・ 5763 fyz = O ・ 63119 rzx = O ・ 63296
Rzx = - 0 ・ 28943 Ryz = - 0 ・ 25475
即 ち お は y の 1 ・ 13俗の影響 を も っ て い る 。 f占} 回帰平
Z = O ・ 00荻)68x + 0 ，  0000223y + 3 ， 685 
5.ë が 少 な い た め に ， デ戸 タ lま 第 3 表の よ う に た ろ 。
乙 fLに よ る ま .sx = 2月8 .Iy ='1， 155 .Iz = 19 ・ 1.5
;;= 57 ・ 6 長 831 z三 3 ・ 8R .IX 2 ニ 21 ・ 2
.Iy2 = 1 ， 820 .IZJI = 0 ・ 0464 .IX Y = 172 
.sYZ = 2 ・ 5.5 .IZX = O ・ 180 O'x ニ .1 . 21 O'y ニ 364
O'z = O ・ OOH2潟 rXY = O ・ 8951 ryz = O ・ 01111
rzx = O ・ 18凡3 Rzx = -O ・ 17mm Ryz = O ・ 152H5
即 ち z に 対 し て 必 は y の 1 ・ 13ftf の 影響が あ る 。
回帰平 岡 は
Z = O ・ 000097h -0 ・ 00000086y + 3 ・ 82δ
(2) 実験②の場合
第 4 表
号。戸 \ �きJ2 1 EE42 1 c AZ)
聞は
CVJ 風量及び熱風混度と炭素量の関係
同様に じて 風量 と 熱風温度の 関係 を 取 り 上げれは、
第 5 表 に従って .Ix = 288 .Iy = 1 ， 713 
.sz = 19 ・ 15 記 = 57 ・ 6 4= 出2 ・ 6 � 3 ・ 83
.IXY = 71 ・ 2 .IYZ ニ 9 ・ 52 .sZX = O ・ 18
σx = 4 ・ 24 O'y = 623 ・ 04 O'z = O ・ 00928
rXY = O ・ 28321 ryz = O ・ 7908 rzx = O ・ 1833
R zx = O ・ 04064 Ryz = -O ・ 7389
即 ち y は お の 18 ・ 18 偶の 影響が あ る 。 回帰平l苛 は
Z = O ・ 000144x + O ， 00000618y 十 3 ・ 1:130
(2) 実験②の 場合
第 6 表 に 従って .Ix = 221 .Iy = 1 ， 595 
.Iz = 16 ・ 10 x = δ5 ， 25 1/ = 398 ・ 75 z = 4 ・ 025
.IXll = 16 ・ 75 .IYll = l ， Oll:1 ・ 75 .IZll = 0 ・ 1275
.IXY = 76 ・ 25 .IYZ = l1 ・ 375 .IZX = O ・ 925
O'x = 4 ・ 1875 σy = 254 ・ 69 O'z = 0 ・ 0319
Rzx = -O ・ 070746 Ryz = -O・ 616722
即 ち y は お の 8 ・ 71喜の 影響が あ る。 回帰平岡lま
z = o ・ 制)0583x 十 0 ・ 000119y + 3 ・ 945
第 3 表
�;t 料 I 1.武 官 (ぉ) I 風圧 (�? I C Jz) No ，  1Il 5 /mi ll ' lIlm 7k柱 1 96 
6 55 1 800 1 3 ・ 1:16
7 56 1 835 1 B ・ 86
1:1 GO 1 1:150 1 B ， 78 
9 57 I 820 1 3 ， θお
10 60 I 850 I B . U7 
第 5 表
試N 料 I 風景 (m) || 熱句風温度 || C (z) 0 ，  m 3;mill 1 (y) oc I % 
6 f>5 360 3 ・ 86
7 56 320 3 ・ 86
8 60 330 3 ・ 78
9 57 320 3 ・ 68
10 60 383 3 ・ 97
第 6 表
試 料丁蔵量一て;可 I-�棋風画展 I C (z) No ， I m 3 j ll1i Il I ('1') oC I 96 
1 52 i 375 I 3 ・ 75





以- r_何れの 場 合 に 於 て も 実験① 正 ⑧で は炭素賢に対す る 風景r， 風圧及 び熱風温度の 関係 は ， 同 ー
の 傾 向 を 示 し て い ろ と と が判 ろ 。 向風庄 と 苦�\風温度強 ぴ l乙 . そ の fI� の 風正 と 炭素量 と のi村1 関係数 を
み る 左 ， 絶対抗l土IJ 、 さ い が実験 ① も ⑧ も 共に 逆相 闘 を 示 して い ろ 。 デー タ の 少 い 風量- と 組合せ た 風
圧 と の 関係で は 正相 関 で あ る が， 試料 の 多 い 風圧， C %及 び 丙i %の 関係で も 風圧の相 関係数は 共に
絶対値l土 Fか さ い が負で、 あ る 。 然 し圧 力 の 数値は時刻に よ っ て 相 当 の 変動 を 示 して い る の で ， 採取試
料 に相 応すτ る 数値の 取 り 方に よ って も 或 る 程度異った結果に な る 事が考 え ら れ る。 何れに して も そ
の絶対値は 小 さ い。 全体 と して 以 上の 事作j を 見 る た ら ば ， 炭素 の 吸収に 対 し て 影響 力 は 風庄 ， 風量，
熱風温度の)1隔 に 大 と な っ て い る と と が わ か る 。 1む と れ ら に就い て 夫 々 回帰平副 を 画 い て み る 友 ら ば，
ζ の 平而が z 軸 と 交 わ る C 96点の 周 囲 の 極 〈 小範囲 に し か Z 及 び y の 値が作用 し な い と と が判 る 。
と れ ば 又 平 l百iの 方程式に於て z 及 び y の 係数が極 めて 小 さ い事:で も 考 え ら れ る と と で あ る 。
〔刊〕 総 括
鋼か ら 銑鉄 に 至 之、 捺業退程 t乙於て ， 熱風温度が最 も 影響度が大 き く ， ζ れに 次 い で 風量で あ る。
結局 に 於て と れ ら は 何れ も 燃焼温度の 上昇a を 裏付けす る も の で あ っ て ， 換言才れば炉 内 を 高温度に
して ， 良 〈 熔解反 応 を 起 さ せれば炭素の 吸収 も 良 く な る 主 云 う ζ と が ， 以上の検討に よ って 考 え ら
れ る 。 ζ の推計的検討が実際の 操業に於け る 治金学的考察 に 対 し て も 矛盾た く 認め ら れ る の で あ る。
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